日本液体微粒化学会　2016年度微粒化研究推進助成

日本液体微粒化学会　2016年度微粒化研究推進助成　申請書

申請日　2016年**月**日
研 究 課 題

	研究課題名
（40字以内）
	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

	研究経費
	490千円（研究期間中の総額．千円未満の端数は切捨てる）

	研究期間
（いずれかに○を記入）
	○
	2016年4月1日 ～ 2017年3月31日（1年間）

	
	
	2016年4月1日 ～ 2018年3月31日（2年間）


研究代表者

	ふりがな
	○○　○○○○
	生年月日19**年**月**日

	氏　　名
	○○　○○
	満33歳（2016年4月1日現在）


	研究機関
	××大学

	所属部署
（研究科/学部・学科/専攻等）
	大学院工学研究科　○×専攻

	役　　職
	助教

	所 在 地
	〒***-****　○○県○○市××町1－5

	電　　話
	0**-***-****
	FAX
	0**-***-****

	e-mail
	****@****


	日本液体微粒化学会 会員資格
	正会員　　　　　　　　　会員番号


　日本液体微粒化学会会員でない場合は，申請できません．入会手続をお願いします．
研究補助者（大学院生等を，研究補助者として申請可能．2名以上申請の場合は，適宜記入欄を増やして下さい）
	ふりがな
	○○○○　○○
	生年月日19**年**月**日

	氏　　名
	○○　○○
	満25歳（2016年4月1日現在）


	研究機関
	○○大学

	所属部署
（研究科/学部・学科/専攻等）
	大学院工学研究科　○×専攻

	役職／課程・学年
	博士課程1年生

	e-mail
	***@****


	日本液体微粒化学会 会員資格
	学生会員　　　　　　　　会員番号


　日本液体微粒化学会会員でない場合は，研究補助者とすることはできません．入会手続をお願いします．
青字は全て記入例です．記入例を削除し，申請内容を黒字で記載してください．

研　究　目　的（1／2）
	　本研究課題の目的を，2ページで記述してください．ページ数の増減は認めません．適宜図表を使用し，また参考文献を引用しつつ，以下に焦点を絞り具体的かつ明確に記述してください．（1）研究の学術的背景（既往研究動向ならびに本研究課題の位置付け，着想に至った経緯，これまでの研究を発展させる場合はその方法等）．（2）研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか．（3）本研究の学術的特色・独創性および期待される成果．

	


研　究　目　的（2／2）
	


研究計画・方法
	　研究目的を達成するための研究計画を，1ページで記述してください．ページ数の増減は認めません．適宜図表を使用し，以下についても具体的かつ明確に記述してください．（1）本研究を効率的に遂行するための工夫．（2）研究補助者を申請する場合は，その具体的役割と補助による効果．（3）2年間の研究期間を申請する場合は，その理由．

	


研　究　業　績
	　研究業績を，1ページで記述してください．ページ数の増減は認めません．過去5年間に発表した論文，著書，産業財産権，招へい講演のうち，本研究に関連する主要なものを選定し，現在から過去にさかのぼり，通し番号を付けて記入してください．研究代表者，研究補助者に下線を付してください．また論文については，査読の有無を明記してください．なお，学術誌へ投稿中の論文を記入する場合は，掲載が決定しているものに限ります．

	


研　究　略　歴
	　研究代表者の研究略歴を，1／2ページで記述してください．ページ数の増減は認めません．これまでどのような研究を行ってきたのか，また研究内容とともに特筆すべき事項（受賞等）について，簡潔に記述してください．

	


研究費の応募・受入状況
	　現在応募中の研究費，ならびに今後受入予定の研究費について全て記述してください．記入しきれない場合は，記入欄の大きさを変えて記入してください．この際，ページ数が変わっても問題ありません．

	研究費名・研究期間・2016年度研究経費・（応募中・受入予定）
	研究課題名・本研究課題申請者の役割
	研究内容相違点・他の研究課題に加えて本研究課題に申請する理由

	（記入例）
科研費・基盤C・2015年4月～2017年3月・2,500千円・（応募中）

	（記入例）
○○を用いた革新的微粒化促進手法に関する研究・研究分担者

	（記入例）

本研究課題は粒径計測法開発が目的であり，微粒化促進を目的とした左記研究とは内容が大きく異なるため．




研　究　経　費
	　実験設備費，消耗品費，資料作成費，旅費を千円単位で記入してください．2年間の研究期間を申請する場合は，2017年度分も記入してください．助成金額は，1年当たり最大50万円を限度とします．

	年度
	使　用　内　訳
	品　　　名
	金額（千円単位）

	2016
	実験設備費

（実験装置，計測器等）
	（記入例）

・○○会社・××装置
	320

	
	消耗品費

（実験材料等）
	・試料粒子

・試料ガス

・配管部品


	60

50

30



	
	資料作成費
（報告書作成等）
	・なし
	0

	
	旅　　　費
（成果発表，調査旅費等）
	・調査旅費（微粒化シンポ）
	30

	
	2016年度　小計
	490

	2017
	実験設備費

（実験装置，計測器等）
	
	0

	
	消耗品費

（実験材料等）
	
	0

	
	資料作成費
（報告書作成等）
	
	0

	
	旅　　　費
（成果発表，調査旅費等）
	
	0

	
	2017年度　小計
	0

	研究期間　合計
	490


7

